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Synopsis 

The purpose of this study was to find the meaning of Outdoor Education in 

the present situation of Japanese leisure life which is getting a large quantity 

of leisure time and population connected with outdoor activities. 

As the resu1t of this study， the followings were found; 

(1) In the primary school curriculum， science， social studies， moral educa-

tion and school events are closely related with Outdoor Education. 

(2) Outdoor Education is well qualified to undertake the earliest stage of 

environmental education including conservation education. 

(3) Outdoor Education is well qualified to undertake the earliest stage of 

moral education， and to provide opportunitiy to encounter the problems 

which is necessary to be solved for children's normal development. 

(4) Environmental education including conservation education propelled by 

Outdoor Education is effective not only to conserve the declining and de-

creasing natural environment but also to enrich leisure life in Japan. 
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I 緒言

戦後我が国は、経済のめざましい発展によって物

質的繁栄を実現したが、次iζ達成すべき課題のーっ

として余暇の充実が考えられる。我が国の余暇欲求

の開花期とされる1950年代後半に芽生えた余暇権の

意識は、その後も伸張を続け、禁欲的思想IL支えら

れた余眼性悪説は既にその説得力を失ったかに恩わ

れる。生産性の向上lζ伴う週休二日制の普及等によ

って、欧米に追随する形で増加しつつある余暇は、

広く国民全体が亨受するものとなった。その結果国

民生活に定着して、量において増大し内容において

多様化しつつある。

一方、 1973年に世界経済を揺るがせた第一次オイ

ルショックは、我が国の経済の高度成長の陰で進行

していた生活環境の生物学的、社会学的悪化を人間

性疎外要因として認識させた。そのととは社会的関

心を物質的生産性の追求から精神的、身体的人間性

の回復へと徐々に転向させる機会ともなった。

さまざまな人間性疎外要因のなかでも、破壊と汚

染の進む自然の荒廃は、我が国に限らず地球規模で

みられた共通の現象であるといえる。 1970年代には

環境問題にかかわる多くの国際会議が開催されるよ

うになった。例えば、 1970年の国際社会科学評議会

(東京)、 1972年の国連人間環境会議(ストックホ

ルム)、 1975年の国際環境教育会議(ベオグラード)、

1977年の環境教育政府閉会議(トピリシ)等がある。

また、我が国は、深刻な環境問題をかかえながらそ

の対策にはやや消極的であったといえる。しかし、

自然破壊による自然の減少とともに自然回帰の願望

が募り、余暇を利用して自然との触れ合いを求める

野外活動人口は増加している。

我が国の余暇内容は多様化したとは言え、欧米諸

国に比べて依然として「剰那主義、内容の貧困性、

模倣主義、流行化現象、非主体性、画一性、商業主

義の跳梁J2】等の傾向を指摘されるのが現状である。

野外活動は自然を背景とする様々な活動の総称であ

り、人間が自然に、また自然が人聞に対して働きか

ける空間的、時間的場である。したがって、我が国

では、積極的、能動的な余暇活動としてその普及が

推進されるべきであろう。

しかし、乙れらの余暇活動としての野外活動が、

余暇の増加と自然回帰願望の増大との相乗効果ICよ

って増加した結果、利用可能なまた利用しやすい限

られた自然の局部集中利用による自然破壊という弊

害も生じている。

人間の自然へのかかわり方は自然に対する認識の

如何に左右され、その認識は自然を五官によって感

覚する乙とに始まる。後にそれが感覚的認識を越え

て知的、科学的な認識に発展するとしても、自然認

識の原初段階は五官による認識である34)。 したが

って、自然認識の形成iζは、五官が自然を感覚でき

る状況、言い換えれば、生の自然の体験がまず必要

である。

また、自然環境が減少した今日、子どもが多くの

時間を過どし、影響を受ける場が学校教育であると

すれば、学校教育における自然認識の場面の検討が

必要であると思われる。

本研究はとのような実態を踏まえ、世界的に自然

の窮状か顕在化した1960年代以降の学校教育におけ

る野外教育の扱われ方を、主として小学校学習指導

要領によって検討し、学校教育における野外教育の

今日的意義を明らかにするとともに余暇教育として

の野外教育推進のための示唆を得る ζ とを目的とし

たものである。

E 余暇の増大と余暇教育の必要性

急速な科学技術の革新は、労働形態を変化させて

余暇を増大させ、また、価値観の変化はその積極的

な利用を促進した。 1960年代にはレジャー・ブーム

が出現し、 1970年代には一般化されて我が国も余暇

時代を迎えたとされているの 21)0

しかし、我が国の場合、余暇時間と措抗関係にあ

る労働時聞は、欧米諸国iζ比べて、依然として年間

200 -500時間も長いのが現状である。国民一人当

りのGNPが世界最高の水準に達し、欧米諸国との

経済摩擦が激化するにつれて、労働時間の短縮は国

の政策のーっとされるようになり、 1988年の経済運

営 5ヶ年計画では次のような閣議決定がなされてい

る26)。

(1) 週休二日制の普及を基本iζ、年次有給休暇の

計画的な付与・取得の促進、連続休暇の普及等

による休日の増加、所定外労働時間の短縮、フ

レックスタイム制等の労働時間の弾力化等によ

って総体的労働時間の短縮を図る。



(2) 2000年には生涯時間の 3割程度を占めるに達

するであろう自由時聞について、労働、教育、

住宅、社会資本整備、産業地域振興、観光等各

般の政策分野において、各種の施策を展開し、

その充実をはかる。

また、平均寿命が昭和62年度では男子75.6歳、女

子81.39歳の世界最高の長寿国となった我が国は、

「人生80年jの時代を迎えた。 65歳以上の高齢者人

口の総人口K占める割合は、 1988年でwぢを越え、

2000年には、 16.3%、2020年には23%1ζ達すると

予測され、高齢化社会へと着実に移行している叫。

デ、ュマズディエ1)は、現代生活における余暇の三

機能を休息、気晴らし、自己開発としたが、我が国

の余暇内容では、 「ラジオ・テレビ・新聞j、「読書j、

「どろ寝などの休息J、「雑談J等の割合が上位を占

めの、欧米諸国のそれと比較して「頒廃の余暇Jで

ありJ傍観の余E艮jであるといわれる部分が多い 2330

したがって、乙乙iζ余暇教育の必要性が考えられる。

E 余暇教育としての野外教育の必要性

1988年度のレジャー白書では、 4日以上の連続休

暇を前提としたリゾート活動の選好度では、 「自然

環境派Jと「伝統文化派」が多数派であり、臼本型

リゾートの条件は、白然、心のやすらぎ、歴史、文

化、素朴さ等の要素が基本である、との注目すべき報

告がある 38)。

乙の乙とは、日本人の余暇意識の根底には強い自

然回帰願望が潜んでいることを示しており、余暇時

間が増加し、余暇内容の貧困が指摘され、自然が減

少しつつある今日、その願望の充足のための対応が

求められている乙とを示していると考えられる。

減少した自然の回復のためには、適確な、しかも

客観的に整理統合された科学的な自然認識が必要で

あり 10)問、科学的な自然認識は感性的な自然認識

の段階を経て初めて可能になるとされている問。

したがって、乙乙に自然の直接体験を第一義とす

る野外活動を教材とする野外教育の、余暇教育とし

ての必要性が考えられる。

町 学校教育における野外教育の必要性

1970年代から我が国で社会問題化した産業発達iζ
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伴う公害、大衆的な野外活動の増大、労働形態の変

化、都市への人口集中、交通や通信の複雑化・高速

化などに伴う自然の破壊と汚染は、 1980年代に入つ

でもなお進行しており、自然の危機は深刻化しつつ

ある。榊原28)は、 1972年のストックホルム人間環

境会議において、「公害先進国人「公害列島Jとのレ

ッテルを張られたように我が国の環境問題は世界の

どの国よりも重篤な状態にあると述べている。

生態系の一部を構成する人間生活の営みは必然的

K自然の消費や駿損を伴い、自然と人間とは密接不

可分の関係にある。したがって、正常な人間生活の営

みを維持するには、でき得るかぎり自然を保護し生

態系を破壊しないという理念を前提とした生活環境

の設計が重要であろう。また、そのためには、慎重

に選択された自然の直接体験を含む活動によって人

間と自然との関係、および白然の現状を理解させ、

自然保護の必要性を認識させる乙とが必要であろう。

ζのような意図に基づく自然利用IC関して、宮脇16)

は、五感による自然認識を通じて自然界における人

間の位置を確認させ、環境のー構成要素としての人

間の適確な自覚を身につけさせる乙との重要性を指

摘し、幼年時代における自然の直接体験がその原初

段階であると述べている。

また、高度経済成長が、様々な恩恵とともにもた

らした弊害の一つである生活環境の悪化は、子ども

の正常な発達課題32)の解決を阻み、子どもの精神的

・身体的発達の歪みが複雑化かっ深刻化しているた

め、適切でしかも早急な対応が望まれている。

自然、のなかでの集団活動は、自然愛護や保護の必

要性を認識させる他lζ、創造性、自発性、相互敬愛

の精神、協調性、情緒情操などを育む可能性をもち、

単に自然理解を促すばかりでなく、心身のバランス

のとれた人格形成に対する多大な貢献の可能性をも

っとされている35)。さらに長谷川のわは、野外教育は

人間形成のための総合的教育の場であるとい広範

な活動と経験の可能性を持つ自然を教窒・教材とし

て最大限iζ活用する教育であると述べ、その必要性

を説いている。

しかし、 1960年代以降の高度経済成長、都市の過

密化、情報の過多化などの進行を背景とした社会変

化が、子どもから自然を遠ざけ、子どもの遊びiζ対し

て空間的、時間的な制約を加えている乙とは、よく

指摘されると乙ろである。また、それらに起因する
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と考えられる子どもの身体的、精神的発達の歪みも

顕在化しつつある。

今日のように国民の約四分三を占める都市住民29)

が自然に疎遠な生活を強いられる状況下では、豊か

な自然との接触は、知的、情意的、身体的に非日常

的な新しい体験の場面である。特lζ自然と人間との

かかわり、集団と個人とのかかわりの体験は、阻止さ

れつつある子どもの正常な発達課題の解決を促進す

るものと考えられる。

乙のように、適切な自然観形成のためにも、また、

正常な発達課題の解決のためにも、野外教育は、子

どもを対象iζ行われるととが効果的であり、したが

って乙乙lζ学校教育における野外教育の必要性が考

えられる。

V 学校教育における野外教育の実態

野外活動を野外教育の耕イとしてみるとき、その内

容は、自然を通して総合的生活体験を学習させる性

格が強い。したがって、学校教育における様々な教

科にまたがるインターディスィプリナリ(学際的)

な教材と考えるととができる。なかでも、社会科、

理科、道徳、学校行事等では、自然に対する知的、

身体的、情意的アプローチによって、 自然の価値の認

識を促す学習場面が多く含まれ、野外教育との関連

が特に強いものと考えられる。

とのような意図iζ基づいて、アメリカ合衆国にお

いては、野外教育は1955年頃から積極的iと学校教育

に取り入れられた27)。そ乙での野外教育は、教科の

領域にとらわれる乙となく臼然をより有効に活用し

ようとする総合的な教育活動として捉えられ、学校

カリキュラムを豊かにし、学校教育の目標を効果的

に達成し得るものとされた。

一方、戦後日本の学校教育では教育課程のなかの

学校行事に位置づけられる野外活動として学校キャ

ンプや林間学校等が行われてきた。そ乙では、自然

iζ親しみ自然を理解する乙とを目標にかかげながら、

集団生活による社会性の緬養や身体の鍛練を意図し

た内容が多く、自然の直接体験による自然理解を意

図した内容が少ないのが実態のようである。例えば、

大久保2のは、都内小学校の宿泊を伴う行事について、

指導者の目的として最も強く意識されている乙とは、

自然の直接体験による自然理解ではなく、集団生活

による社会性の緬養であり、さらに指導者が認め

た最も顕著な効果も、自然にかかわるものではな

く、集団生活にかかわるものであったと報告してい

る。また塩沢31)は同様の対象について、プログラム

の内容においても集団生活にかかわるものが最も重

視されていたと報告している。

我が国の学校教育における野外教育の乙のような

実態は、学校教育の教育課程によるものと考えられ

る。

百 教育課程における野外教育

小学校学習指導要領1958版17)、 1968年版18)およ

び1977年版 19)のそれぞれについて、社会科、理科、

道徳および学校行事における目標を比較検討すると

以下のように考える ζとができる。(表 1・表 2)

1. 社会科

社会科における野外教育は、人間生活と自然と

の関係を認識する学習場面ととらえられる乙とが

できる。 1958年版および1968年版では、自然に関

する学習が生活の向上あるいは産業・経済の発展

の手段として捉えられている。すなわち、乙乙で

の人間生活と自然との関係を理解する学習とは、

産業・経済の発展および人間生活の向上を目的と

した自然に対する人間の営みについての学習であ

ったと考えられる。乙乙では、 1950年代後半から

1970年代初頭にかけての次のような社会的背景が

その要因として考えられる。すなわち、政府は

1960年代を原子力時代ないし産業のオートメーシ

ョン化時代としてとらえ、 「所得倍増計画jのも

とに高度経済成長政策、地域開発政策を積極的に

進め、高度経済成長政策については1970年代も引

き続き推進された 11)。

乙れに対して1977年版では、「適応Jということ

ばに象徴されるように、自然に関する学習が人間

生活と自然との調和を図る手段としてとらえられ

ている。すなわち、乙乙での人間生活と自然との関係

を理解する学習とは、自然との調和を図りながら、産

業・経済の発展および人間生活の向上をめざす乙

とを目的とした、自然と人間の営みについての学

習であったと考えられる。乙乙では、次のような

社会的背景がその要因として考えられる。すなわ

ち、 1960年代以降の高度経済成長政策は環境破壊
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自

然
と

人
間

と
の

生
活

と
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
、

自
然

を
愛

護
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

養
う

。

第
3

指
導

計
画

作
成

お
よ

び
学

習
指

導
の

方
針

科
I
6. 

で
き

る
だ

け
広

く
観

察
・

実
験

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

っ
て

観
察

・
実

験
を

行
わ

な
い

で
、

単
に

知
識

の
み

偏
す

乙

と
は
厳

lζ
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10
.

野
外

観
察

な
ど

の
た

め
に

、
半

日
な

い
し

一
目

、
理

科
の

時
間

を
ま

と
め

た
り

し
て

指
導

し
で

も
よ

い

19
68

年
版

第
1

目
標

2
 
さ

ま
ざ

ま
な

地
域

に
み

ら
れ

る
人

間
生

活
と

自
然

環
境

と

の
密

接
な

関
係

、
自

然
に

対
す

る
積

極
的

な
は

た
ら

き
か

け

の
重
要
性
な
ど
、
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
、
郷
土
や
国
土

l乙
対
す

る
愛

情
、

国
際

理
解

の
基

礎
な

ど
を

養
う

。

第
2

各
学

年
の

目
標

〔第
5
学
年
〕

(1
) 

わ
が

国
の

地
理

的
環

境
の

特
色

と
と

も
に

、
国

内
各

地
の

主
要

な
産

業
の

実
態

や
国

民
生

活
と

の
関

係
を

理
解

さ
せ

、

国
民

の
ひ

と
り

と
し

て
産

業
の

発
展

や
資

源
の

保
護

利
用

に

対
す
る
関
心
を
深
め
る
。

19
77

年
版

第
1

目
標

社
会

生
活

に
つ

い
て

の
基

礎
的

理
解

を
図

り
、

我
が

国
の

国

土
と

歴
史

に
対

す
る

理
解

と
愛

情
を

育
て

、
民

主
的

、
平

和
的

な
国

家
・

社
会

の
形

成
者

と
し

て
必

要
な

公
民

的
資

質
の

基
礎

を
養
う
。

第
2

各
学

年
の

目
標

〔第
4
月
年
〕

(2
) 

自
然

条
件

か
ら

み
て

圏
内

の
特

色
あ

る
地

域
に

つ
い

て
、

人
々

が
自

然
環

境
に

適
応

し
な

が
ら

生
活

し
て

い
る

乙
と

を

理
解

さ
せ

広
い

視
野

か
ら

地
域

社
会

の
生

活
を

考
え

よ
う

と

す
る
態
度
を
育
て
る
。

〔第
5
学
年
〕

(2
) 

地
理

的
環

境
と

し
て

の
国

土
の

特
色

に
つ

い
て

理
解

さ
せ

る
と

と
も

に
、

環
境

の
保

全
や

資
源

の
有

効
な

利
用

に
つ

い

て
の
関
心
を
深
め
る
。

第
l

目
標

l第
1

目
標

自
然

に
親

し
み

、
自

然
の

事
物

・
現

象
を

観
察

、
実

験
な

ど
|

観
察

、
実

験
な

ど
を

通
し

て
、

自
然

を
調

べ
る

能
力

と
態

度

に
よ

っ
て

、
論

理
的

、
客

観
的

に
と

ら
え

、
自

然
の

認
識

を
深

|
を

育
て

る
と

と
も

に
自

然
の

事
物

・
現

象
に

つ
い

て
の

理
解

を

め
る

と
と

も
に

、
学

科
的

な
能

力
と

態
度

を
育

て
る

。
I図

り
、

自
然

を
愛

す
る

豊
か

な
心

情
を

培
う

。

第
3

指
導
計
画
作
成
お
よ
び
、
学
習
指
導
の
方
針

3. 
自

然
の

保
護

や
資

源
の

開
発

な
ど
1ζ

関
心

を
持

つ
よ

う
に

配
慮
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
。

4. 
事

実
に

却
し

て
客

観
化

す
る

と
と

や
全

体
的

、
直

覚
的

に

つ
か

む
方

法
を

重
視

す
る

も
の

と
す

る
。

6. 
児

童
の

観
察

、
実

験
に

つ
い

て
も

、
論

理
的

思
考

の
発

展
、

技
能

の
習

熟
が

な
さ

れ
る

よ
う

に
計

画
す

る
。

7. 
自

然
に

対
す

る
人

間
の

努
力

や
、

た
え

ず
進

歩
し

て
い

る

科
学

技
術

の
話

題
な

ど
に

も
関

心
を

も
た

せ
る

よ
う

に
く

ふ

う
し

、
児

童
が

自
然

科
学

へ
の

興
味

と
関

心
を

い
っ

そ
う

強

く
す

る
よ

う
に

配
慮

す
る

と
と

が
必

要
で

あ
る

。

第
3

指
導

計
画

作
成

お
よ

び
学

習
指

導
の

方
針

1
 
低

学
年

の
指

導
に

当
た

っ
て

は
、

児
童

が
見

た
り

探
し

た

り
育

て
た

り
作

っ
た

り
す

る
な

ど
の

活
動

を
通

し
て

の
自

然

の
特

徴
を

と
ら

え
る

よ
う

に
す

る
。

3. 
生

物
、

天
気

、
川

、
地

層
な

ど
に

つ
い

て
の

指
導

に
当

た

つ
て

は
野

外
に

出
か

け
、

地
域

の
自

然
に

触
れ

さ
せ

る
乙

と

を
重

視
す

る
と

と
も

に
、

自
然

の
保

護
IC
関

心
を

持
た

せ
る

必
要
が
あ
る
。

ト
~

ι心



表
2

学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
道
徳
お
よ
び
学
校
行
事
の
目
標
の
変
化

19
58

年
版

第
3

道
徳
教
育

児
童
の
望
ま
し
い
道
徳
的
習
慣
、
心
情
、
判
断
力
を
養
い
、

社
会
に
お
け
る
個
人
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
自
覚
を
主
体
的
に

深
め
、
道
徳
的
実
践
力
の
向
上
を
図
る
よ
う
に
指
導
す
る
も
の

道
|
と
す
る
。

第
1
節

道
徳

第
1

目
標

人
間
尊
重
の
精
神
を
一
貫
し
て
失
わ
ず
、
と
の
精
神
を
、
家

庭
・
学
校
そ
の
他
各
自
が
そ
の
一
員
で
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会

の
具

体
的

な
生

活
の

中
に

生
か

い
個

性
豊

か
な

文
化

の
創

造

徳
!
と
民
主
的
な
国
家
お
よ
び
社
会
の
発
展

11
:
努
め
、
進
ん
で
平
和

的
な
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
日
本
人
を
育
成
す
る
と
と
れ
目

標
と
す
る
。

第
2

内
容

16
 

や
さ
し
い
心
を
持
っ
て
、
動
物
や
植
物
を
愛
護
す
る
。

第
3
節

学
校

行
事

等
第

1
目

標

学
校
行
事
等
は
、
各
教
科
、
導
徳
お
よ
び
特
別
教
育
活
動
の

ほ
か
に
、
乙
れ
ら
と
あ
い
ま
っ
て
小
学
校
教
育
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
、
学
校
が
計
画
し
実
施
す
る
教
育
活
動
と
し
、
児

学
|
童
の
心
身
の
健
全
な
発
達
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
学
校
生
活
の
充

l実
と
発
展

IC
資
す
る
。

校
!
第

2
内

容

学
校
行
事
等
に
お
い
て

J
は
、
儀
式
、
学
術
的
行
事
、
保
健
体

行
|
育
的
行
事
、
遠
足
、
学
校
給
食
そ
の
他
上
記
の
目
標
を
達
成
す

る
教
育
活
動
を
適
宜
行
う
も
の
と
す
る
。

事

19
68

年
版

19
77

年
版

第
3
章

道
徳

[
 3
章

道
徳

第
1

目
標

|第
1

目
標

道
徳

教
育

は
、

人
間

尊
重

の
精

神
を

家
庭

、
学

校
、

そ
の

他
|

道
得
教
育
は
、
人
間
尊
重
の
精
神
を
家
庭
、
学
校
、
そ
の
他

社
会
に
お
け
る
具
体
的
な
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、
個
性
豊
か
!
社
会
に
お
け
る
具
体
的
な
生
活
の
中
に
生
か
し
、
個
性
豊
か
な

な
文
化
の
創
造
と
民
主
的
な
社
会
お
よ
び
国
家
の
発
展
に
努
め
、
|
文
化
の
創
造
と
民
主
的
な
社
会
及
び
国
家
の
発
展
に
努
め
、
進

進
ん
で
平
和
的
な
国
際
社
会

lζ
貢
献
で
き
る
日
本
人
を
育
成
す
|
ん
で
平
和
的
な
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
日
本
人
を
育
成
す
る

る
た
め
、
そ
の
基
盤
と
し
て
の
道
徳
性
を
養
う
乙
と
を
目
標
と
|
た
め
、
そ
の
基
盤
と
し
て
の
道
徳
性
を
養
う
こ
と
を
目
標
と
す

す
る

。
[

る
。

道
徳
の
時
聞
に
お
い
て
は
、
児
童
の
道
徳
的
判
断
力
を
高
め
、
|

道
徳
の
時
聞
に
お
い
て
は
、
児
童
の
道
徳
的
判
断
力
を
高
め
、

道
徳
的
心
情
を
豊
か
に
し
、
道
徳
的
態
度
と
実
践
意
欲
の
向
上
|
道
徳
的
心
情
を
豊
か
に
し
、
道
徳
的
態
度
と
実
践
意
欲
の
向
上

を
図

る
も

の
と

す
る

。
[

を
図

る
と

と
に

よ
っ

て
、

道
徳

的
実

践
力

を
育

成
す

る
も

の
と

す
る
。

第
2

内
容

14
 

や
さ
し
い
心
を
も
っ
て
、
動
物
や
植
物
を
愛
護
す
る
。

第
4
章

特
別

活
動

第
1

目
標

望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し
て
、
心
身
の
調
和
的
な
発
達
を

図
る
と
と
も
に
、
個
性
を
伸
長
し
、
協
力
し
て
よ
り
よ
い
生
活

を
築
乙
う
と
す
る
実
践
的
態
度
を
育
て
る
。

[
学
校
行
事
〕

1
.

目
標

学
校
生
活
に
秩
序
と
変
化
を
与
え
る
教
育
活
動
に
よ
っ
て
、

児
童
の
心
身
の
健
全
な
発
達
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
学
校
生
活
の

充
実
と
発
展

11
:
資
す
る
。
と
の
た
め
、

(1
) 

行
事
に
積
極
的

11
:
参
加
さ
せ
、
日
常
の
学
習
成
果
の
総
合

的
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
生
活
を
明
る
く
豊
か
な

も
の
と
す
る
。

(2
) 

集
団
へ
の
所
属
感
を
深
め
さ
せ
る
と
と
も
に
、
集
団
行
動

に
お
け
る
望
ま
し
い
態
度
を
育
て
る
。

2.
内

容
学
校
行
事
に
お
い
て
は
、
儀
式
、
学
芸
的
行
事
、
保
健
体
育

的
行
事
、
遠
足
的
行
事
お
よ
び
安
全
指
導
的
行
事
を
行
な
う
も

の
と
す
る
。

第
2

内
容

10
 

自
然
を
愛
護
し
、
優
し
い
心
で
動
物
や
植
物

11
:
親
し
む
。

第
4
章

特
別

活
動

第
1

目
標

望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し
て
、
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発

達
を
図
り
、
個
性
を
伸
長
す
る
と
と
も
に
、
集
団
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
深
め
、
協
力
し
て
よ
り
よ
い
生
活
を
築
乙
う
と
す

る
自
主
的
、
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。

第
2

内
容

(4
) 

遠
足

・
旅

行
的

行
事

校
外
に
お
い
て
見
聞
を
広
め
、
集
団
生
活
の
き
ま
り
、
公
衆

道
徳
な
ど
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
体
験
を
積
む
と
と
が
で
き
る

よ
う
な
活
動
を
行
う
乙
と
。

'""‘ 中
‘



の進行、インフレの高進、資源エネルギーの需要

の超過等をもたらし、特に1970年代iζ入って環境

汚染の拡大に伴う公害が人間の存在を脅かすまで

IC:至り、生産性優先の経済政策は転換を迫られ l

7こB)。

2 理科

理科における野外教育は、自然に親しみ、観察

・飼育・栽培等を通じて、自然の事物・現象を理

解していく学習場面と捉える乙とができる。 1968

年版の教科の目標は1958年版のそれと比較して学

習内容の系統性を重視しており、また、指導に関

しでも論理性、客観性の指導および科学的な能力

と態度の育成が強調されている。乙の乙とは、1967

年の教育課程審議会答申において、 1958年版の目

標および内容が抽象的であったとの反省に基づく

次のような改善方針をかかげられたためと考えら

れる。すなわち、目標は、科学的な物の見方や考

え方を育成する性格を明確にし、内容は基本的事

項を精選してその集約化を図るとともに、いっそ

う発展的、系統的な学習ができるよう強調すべき

であるとされた2OL乙れは、 1960年代からの急速

な技術革新への対応および.情報化社会が更に進む

と予想される1970年代に求められる人材の確保が

意図されていた15)。乙乙では、次のような社会的

背景がその要因として考えられる。すなわち、

1960年の「国民所得倍増計画」では、経済政策の

一環としての人的能力向上、特lζ科学技術者およ

び技能者の量的確保と質的向上が提唱された 11)。

また、 1963年の経済審議会答申では、優れた労働

力の能率的な養成、特に学校教育lζおけるハイタ

レント・マンパワー(経済IL関連する各方面で主

導的な役割を果し、経済発展をリードする人的能

力)養成とその選抜が主張された100乙れを受け

て1968年版では、科学技術の急速な進展を考慮し

た教科の現代化が計られ、結果的Iζ教育内容の過

密化をもたらしたと考えられる。

乙れに対して、ゆとりある教育を指向した1977

年版では児童生徒の心身の発達を考慮して、内容

はさらに基礎的・基本的な事項を精選し、教科目

標においては自然の事物・現象についての直接経

験を重視し、直接経験の困難なものは削除されて

いる13)。また、 1968年版に比較して学習活動が具

体的iζ述べられ、特に低学年では合科的指導が行

- 15-

われやすく配慮されている。 ζの乙とは、次のよ

うな社会的背景がその要因として考えられる。す

なわち、文部省が「低成長Jもしくは「安定成長J

型の教育課程への改善を図り問、 1973年の教育課

程審議会答申では、新しい教育課程の基準13)IL、

(1)人間性豊かな児童生徒を育てる乙と、 (2)ゆとり

ある、しかも充実した学校生活が送れるようにす

る乙と、がかかげられた。広岡13)が1960年代後半

からの教育課程は科学志向が強く、今日の基準改

善は人間志向にあると述べたように、物質的生産

性の向上より人間性回復を優先させる「ゆとりあ

る教育Jが指向されたものと思われる。

3. 道徳

道徳における野外教育は、自然を背景とした様

々な活動の過程に含まれる自然および人との緊密

な交流によって、自然および人IC:対する道徳性を

高める教育場面ととらえる乙とができる。道徳の

目標について、 1968年版では「道徳的態度と実践

意欲の向上を図るものとする」とされ、 1958年版

iζ比較してより明確に示されている。また、 1977

年版では「道徳的態度と実践意欲の向上を図る乙

とによって、道徳的実践力を育成するものとするJ

とされ、「実践力の育成jが強調されている。乙れ

には次のような社会的背景がその要因として考え

られる。すなわち、深谷りは、時間的に勉強や塾

通いおよびテレビ・漫画iζ費やす時間が増加する

反面、仲間遊びの時聞が減少したと述べている。

また、藤本幻は、利益至上主義による経済成長と

都市化の進行が子どもの遊びの機会を圧迫し、健

康面、情緒面で発達が阻害されるという現象が起

きていると述べ、ている。乙のように、子どもの日

常生活では時間的のみならず空間的にも人格形成

を促進する様々な実践活動の機会が減少していた。

また、 1976年の教育課程審議会答申における教育

課程の基準で「自然愛Jについて触れられたのを

受けて、 1977年版の学習内容には「自然を愛護しJ、

「自然に親しみJ等の言葉が加えられている。 ζ

れは、世界的な傾向であった1960年代の自然の減

少に対する危機感の増大と1970年代の自然保護、

保全の意識の高揚IC:影響されたものと思われる。

4. 学校行事

戦後日本の学校教育において、学校行事が教育

課程のー領域として位置づけられたのは、 1958年版
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においてが初めてである37】。乙れは、従来学校独

自の裁量iζ任されていた学校行事に該当する教育活

動の扱いを極力明確化しようとの意図に基づくも

のである。しかし、岡本22)によると、乙 ζでの学

校行事の目標も、その教育的価値や必要性を認め

た活動を学校ごとに実態に合わせて実施すればよ

い乙ととされ、内容は明確に示されていない。

1968年版および1977年版における学校行事はい

ずれも特別活動の領域におかれ、野外活動等は学

校行事の遠足的行事として位置づけられたといえ

よう。しかし、乙乙での学校行事の目標でも、 1958

年版同様、自然lζ関する学習内容あるいは自然の

直接体験IC基づ.く活動の内容は明確に示されてい

ない。

乙れらの学校行事の目標では、その一環として

キャンプ、林間学校等の典型的な野外活動が現実

には行われているのにもかかわらず、野外活動とい

う用語は用いられていない乙と、およびそれらの野

外活動の舞台となる自然の直接体験iζ比較して集

団生活の体験による効果が強く意図されている ζ

とが共通している。

W 結語

労働時閣の短縮と高齢化社会の到来等ICよって我

が国の余暇は増加しており、余暇活動として自然と

の接触を求める人々が増加している。自然の直接体

験を第一義とする野外活動は、自然との賢明なかか

わりのなかで、そのような自然回帰願望を満たす機

能をもっと考えられる。すなわち、自然は、人聞を

も含む生物の存在の基盤として、かっ生産の源泉と

しての他に、健康で文化的な現代生活の実現lζ不可

匁な余暇の充実のためにも需要が増大している。

そのようなかけがえのない自然の破壊と汚染を抑

え回復をはかるには、適切な自然認識を培う必要が

ある。生の自然を対象とする野外活動の経験は、子

どもがそのような適切な自然認識をする過程の原初

段階を担うものとして、不可欠である。したがって、

自然の直接体験を第一義とする野外活動を教材に用

いた野外教育は、重篤な自然の窮状と児童の発達課

題の未消化が指摘されるおり、それが学校教育で実

践されるととの意義は大きい。しかし、学校教育の

なかで、野外教育の明確な位置づけは未だなされて

いなし、。

生態系の一部を構成する一生物である人間の生存

の場として、また、生涯時間の三分のーにも達しよ

うとする余暇を充実させる場としての自然の重要性

を考えれば、学校教育のなかで野外教育を明確に位

置づけていくととは必要であろう。その乙とによっ

て野外教育は、今後一層増大するであろう社会の要

請に適確に対応できるものと考えられる。
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